
１１月の行事予定

5日(土) 秋祭り

9日(水) 給食バイキング

10日(木) 10月､11月誕生会

12日(土) めぐみ誕生会

16日(水) 持久走試走

17日(木) 避難訓練

19日(土) 持久走大会

今月の聖句 喜んで与える人を神は愛してくださるからです。
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先日、１０月で３歳になる孫と久しぶりに遊ぶ機会がありました。前もって両親に聞い
て用意していた、本人が喜ぶプレゼントを渡しました。孫の心を鷲掴みにしたいというじ
いじの思惑通り、とても喜んでくれました。一つは２歳児以上向けのLEGO、もう一つは我
が家で飼っているパグ犬そっくりなぬいぐるみです。LEGOで一通り遊び満足した孫は、パ
グのぬいぐるみを抱き上げ、なでなでしたり、頬ずりしたり、とてもお気に入りの様子。
保育園で過ごしているので、自分の物とみんなの物の区別もついています。外食に出かけ
る時には、「これ、持って帰っていいの？」と聞いてきます。「それは、あなたのだよ。持
って帰ってね」と言うと、嬉しそうにぬいぐるみを抱きしめていました。外食も終わり車
に戻ると、車に置いてきたパグぬいぐるみにまっしぐら。「わんわん、ずっと待ってたの？
もう大丈夫だよ、帰ろうね」と話しかけていました。
喜びのあるところには、微笑みが生まれます。愛の絆が生まれます。子どもたちがその

絆を学ぶところは、まず第一に家庭、その次にこども園があげられるでしょう。園で色々
なことに取り組みながら、自分を愛すること、他人を愛すること、共に喜ぶこと、与え合
うことなどを身に付けていきます。成長するその姿は、親の喜びであり、先生たちの喜
びであり、園全体の喜びです。秋を迎え、子どもたちがそのように育つことを祈って
やみません。 協力牧師 池田基宣

２０２２年度 年主題〈つながって～今、わたしを生きる～〉
0･1･2歳児１０月主題 ｢ひろがる｣ 3･4･5歳児１０月主題 「みんなちがってみんないい」

月のねがい 月のねがい

◎保育者と一緒にさんびかを歌おうとする。 ◎神さまからいただいている一人ひとりの賜物が大切にされる。◎好きな遊び

◎全身を使って繰り返し遊ぶ をじっくり繰り返す中で、試したり、自分なりに工夫してみようとする。

◎思っていること、見たことを身体で表現しようとする。 ◎一人ひとりのその子らしさに気付いて、おもしろさや楽しさ、素晴らしさ、

◎友だちとの関わりを楽しみ、様々なことを共有する。 また難しさも感じ合う。◎空の美しさ光や風の気持ち良さを感じながら、心身

◎季節の移り変わりを全身で感じる。 をのびやかに動かして過ごす。
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学
園
長

２学期が始まり１か月が過ぎました。９月に入り子どもたちも運動会に

向けて、各クラスそれぞれおけいこが始まっています。めぐみ組・ひかり

組さんは園庭や児童公園でかけっこのおけいこ。保育者に名前を呼ば

れると「はい！」と元気よく返事したり、「はい、元気です！」（？）と朝

の出席点呼の返事になったり(笑)と、かわいい姿を見せながらスタート

の練習とゴールを目指して走る練習をしています！あい組・のぞみ組

さんは今年度は２チームに分かれての綱引きと園児リレーになります。

サークルタイムで「こうやって決めたらいいんじゃない？」「みんなで

かけっこして分けていけばいいと思う！！」とアイデアを出し合いまし

た。チーム名も今年度のテーマ『秋の実り』に合わせて、青チームを「ブ

ルーベリー」、黄色チームを「スイートポテト」と命名して、チーム一丸と

なって頑張っているところです。

今年度の運動会のテーマは『秋の実り～食べるこ

と、遊ぶこと、元気なからだに感謝して～』です。私事

ですが、８月に人生で初めて手術と入院をしました。

その時、１週間ほど絶食期間がありました。期間後、久

しぶりのご飯を口にした時のおいしかったこと！絶食

していた時も栄養は摂れていたのですが、やはり口

から食べ物を身体に入れると心も元気になり、身体も

動かしてみようという前向きな気持ちも出てきて、そ

の後はあっと言う間に元気になりました。今まで、当

たり前だと思っていた「食べる、動く、元気なからだ」が当たり前のこと

ではないんだなと改めて感じ、感謝することでした。今回のテーマを通

して、自分たちはたくさんの命を頂いて生きていること、元気な身体で

沢山遊べることに感謝できることを改めて子どもたちと考えていけれ

ばなと思います。 今年度は少しだけ制限も緩和し、たくさんの応援を

いただきながら、子どもたちの笑顔や悔しい顔など様々な姿を見てい

ただきたいと思います。どうぞ、いい天気になりますように・・・。

主任 冷水

１０月の行事予定

4日(火) 運動会予行練習・弁当日
15日(土) 第６５回運動会

17日(月) １号児振替休日

18日(火) 健康診断、避難訓練
20日(木) 秋の遠足(3才児以上)

21日(金) 秋の遠足(0･1･2才児)
24日(月) おすもう大会（あい）

25日(火) おすもう大会（のぞみ）
26日(水) おにぎり･ｽｰﾌﾟﾊﾟｰﾃｨ

⅀ℕ⅀ℕᢃѣℿKK⅒
よくかんで食べます。あごの発達が良いと歯並びも良く

過ごしやすい秋の季候のなか、こども園では運動会に向け なってきれいに生え揃ってきます。舌などの動きも良く
活動しています。走ったり、身体を使った表現をしたりと、 なって発音も上手くなり、歯切れ良くきれいに話せるよ
神様からいただいた体を動かし、楽しいと感じることのでき うになります。
る経験を積んでいきたいと思っています。 はいはいの順序
とはいっても、子どもたちの身 （ ～４ヶ月）仰向きに寝ていることが多い

体は様々で、走り方もいろいろで （４～５ヶ月）横向きまで寝返りします
す。「よーい、ドン！」スタート （５～６ヶ月）仰向きからうつむきに左右どちら側にも
したかと思いきや、転んでしまう 寝返りします
子もいます。 （６～７ヶ月）腹を床につけたまま腕の力で左右へぐる
人間がはいはいを経て歩くに至るまでには、大事な順序と ぐる回ります

法則があると言われます。次にあげるのははいはい効果です。 （７～８ヶ月）両腕を突っ張ってずり下がります
１．はいはいは、全身を使うので血行をよくします。 （８～９ヶ月）両手､両膝､両つま先を用いた膝つきはい
２．両腕、両手首、両手のひらにしっかり力を入れて体を はい

支え、手指の働きを滑らかにして力強くします。 （９～ 11ヶ月）次第につかまり座り、つかまり立ち、
３．両手を突っ張って胸を張り、左右の目根の筋肉を交互 つたい歩きなどをするようになります

に動かすので、胸の骨格筋を大きく強く育てます。骨 (11～ 12ヶ月)両手をつき両膝を伸ばし高ばいをします
格筋の働きの強さは呼吸力を育てます。 （12～ 13ヶ月)高ばいの姿勢から自力で立ち上がり、始

４．顔を前向きに首を立てて這うと、動きながらの注意力 歩が始まります
や平均機能を高め、姿勢反射などの力も高めます。（も 幼児期の子どもの姿を見ていますと、はう
し、姿勢反射が弱いと、・転びやすい・転んだとき前 運動をしないまま幼児期に入っている子ども
に手が出にくい・手が出ないので顔にケガをしやすい） たちが多く、それに伴う困り感も多いように

５．人間は、肩から首、ほお、あごへと働きが連動するの 思います。はう運動をご家庭や園の生活でう
で、はう運動がそれらをよく育てます。あごの育ちが まく取入れ、よりしなやかな体、たくましい

良くなると、咀嚼力もよく、歯ごたえのあるものを好み 体を作っていきたいものです。 園長 圖師 愛




